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春
の
交
通
安
全
運
動
実
施

『
5
月
20
日
ま
で
』
ご
協
力
く
だ
さ
い

轄
難

欝
灘

｝
　
　
．
潔
会
、
運
転
者
協
会
な
ど

、
　
　
瓢
が
市
街
地
の
交
差
点
附

　
　
　
｝
近
で
交
通
事
故
防
止
の

鶉．
一
．
難
懲
謬
鷲
藩

’
　
・
一

、
　
、
罵
に
お
願
い
し
た
い
こ
と

、
●
．
機
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
亭

　
　
　
茜

　
　
　
　
故
防
止
と
飲
酒
運
転
や

　
　
　
　
わ
き
見
運
転
者
を
み
た

　
　
ロ
　
　
の

蕩　
　
　
ぬ

　
　
　
一
・
ら
ご
遠
慮
な
く
注
意
し

　
　
　
リ

ハ
奨
て
く
だ
さ
い
．

、
　
　
鴇
　
運
転
者
に
お
ね

ゆ講欝羅行
し
て
道
を
ゆ
す
り
ま
し
ょ
う
。

◎
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
還
転
を
や

　
ら
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ

　
う
。

◎
最
近
わ
き
見
運
転
が
多
く
な
っ
て

　
い
ま
す
。
安
全
運
転
を
い
た
し
ま

横断は左右たしかめて
　　　　　　　　（写真は交通街頭指導）

市内交通事故発生状況
　　　　44　・　4王見イ｝　，

■■■■前年

本年

40

30
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10

件
数 発 傷　　　死

生
件

者　　　者

区
分

数 数　　　数

　
し
ょ
う
。

　
歩
行
者
に
お
ね
が
い

◎
横
断
は
左
右
を
た
し
か
め
て
必
す

一
　
手
を
あ
げ
て
渡
り
ま
し
ょ
う
．

一
◎
璽
の
直
前
、
直
後
の
横
断
と
飛
び

　
出
し
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

引
揚
者
特
別
交
付
金
を

　
　
　
　
　
　
も
ら
い
ま
し
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
早
め
に
請
求
を

昭
和
四
十
二
年
八
月
一
日
引
揚
者
等

に
対
す
る
特
別
変
付
金
の
支
給
に
つ

い
て
の
法
律
が
制
定
さ
れ
、
市
内
該

当
者
は
約
七
十
％
の
方
が
請
求
し
交

付
金
を
う
け
ま
し
た
が
、
ま
だ
請
求

さ
れ
な
い
か
た
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
早
め
に
而
役
所
社
会
福
祉
事
務

所
へ
請
求
手
続
し
て
く
だ
さ
い
．

　
な
お
つ
ぎ
の
よ
う
な
か
た
が
該
当

者
で
す
．

1
、
本
邦
以
外
の
地
域
（
外
地
）
に

　
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
（
絡
戦

　
日
）
ま
で
引
き
続
き
、
一
年
以
上

　
生
活
の
本
拠
を
有
し
て
い
た
者
で

　
終
戦
に
よ
り
、
同
日
以
復
本
邦
に

　引き

揚
げ
た
も
の
．

　
っ
た
、
南
洋
群
島
に
、
昭
和
十
八

　
年
十
月
一
日
ま
で
引
き
続
き
、
一

　
年
以
上
生
活
の
本
拠
を
有
し
て
い

　
た
者
で
、
戦
争
に
関
連
す
る
緊
追

　
し
た
亭
態
に
基
づ
く
、
日
本
国
政

　
府
の
要
請
に
よ
り
、
同
日
以
後
終

　
戦
日
前
に
本
邦
に
引
揚
げ
た
も
の

　
農
場
隊
及
び
米
穀
増
産
班
）
員
と

　
し
て
開
拓
亭
業
に
従
事
し
て
い
た

　
在
外
年
数
、
一
年
未
満
の
者
で
あ

　
っ
て
そ
の
者
の
奉
仕
隊
員
と
し
て

　
の
、
渡
満
が
引
続
き
満
洲
開
拓
地

2
、
日
本
の
も
と
委
任
統
治
領
で
あ

3
、
満
洲
建
設
勤
労
奉
仕
隊
（
報
国

　
に
永
住
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の

　
で
あ
る
と
き
は
、
事
輿
が
十
分
に

　
確
認
さ
れ
る
場
合
は
、
開
拓
民
と

　
し
て
取
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
青
少
年
福
祉
推

　
進
員
決
ま
る

　
地
域
青
少
年
の
健
全
育
成
の
推
進

を
目
的
と
、
し
て
、
新
潟
県
青
少
年
福

祉
推
薩
員
に
次
の
万
々
が
、
県
知
亭

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
十
日
町

市
青
少
年
間
題
協
議
会
委
員
と
し
て

委
嘱
し
ま
し
た
。

　
青
少
年
福
祉
推
進
員
は
、
地
域
青

少
年
の
実
態
を
把
渥
し
、
指
導
助
言

や
関
係
機
関
、
団
体
と
密
接
な
運
絡

を
と
り
な
が
ら
、
青
少
年
の
健
全
育

成
を
推
進
す
る
任
務
を
も
っ
て
拘
り

ま
す
。

保
育
所
に
ジ
ャ
ン
　
　
覚
さ
ん
が
身
寄
り
も
な
い
と
こ
ろ
か

グ
ル
ジ
ム
　
　
　
　
ら
近
所
の
世
話
人
代
表
岡
村
清
ぎ

講
難
髄
讐
権
齢
継
げ
載

ヤ
ン
グ
ル
ジ
ム
が
と
り
つ
け
ら
れ
ま
｝
て
き
た
も
の
で
、
園
児
た
ち
は
大
喜

し
た
．
こ
れ
は
高
山
裁
松
庵
に
住
ん
一
び
で
す
．
【
写
真
は
寄
贈
さ
れ
た
ジ

で
い
た
い
ま
は
な
き
尼
僧
の
佐
畷
ヤ
ン
グ
ル
ジ
ム
】

十
日
町
地
区
　
大
島
伊
一
　
水
野
剛

中
条
地
区
　
樋
口
熊
蔵
　
中
条
旭
町

一』
六
箇
地
区
冨
井
清
道
　
　
山
　
谷

㎜
十
日
町
地
区
庭
野
与
一
赤
倉

　｝
川
治
地
区
　
村
山
総
太
郎
　
川
　
治

　

一
水
鑑
区
村
山
裂
伊
達

一
吉
田
地
区
丸
山
喜
平
　
吉
田
山
谷

【
下
条
地
区
長
谷
川
信
一
水
口

ダ
ム
の
放
流
に

　
　
　
　
　
　
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
電
信
濃
川
電
カ
所

　
こ
れ
か
ら
は
、
気
候
も
よ
く
な
り

釣
や
川
原
で
の
遊
び
お
よ
び
作
業
等

が
多
く
な
り
ま
す
が
、
特
に
市
内
か

ら
信
濃
川
上
流
の
長
野
県
側
に
出
向

く
釣
り
人
が
め
っ
き
り
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
信
濃
川
、
中
津
川
に
は
発
電
所
の

ダ
ム
が
あ
り
、
と
き
ど
き
た
ま
っ
た

水
を
流
す
た
め
、
川
の
水
が
急
に
増

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う

場
合
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
危
険
を
お
矧
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
ご
注
意
く
だ
さ

い
．ー

サ
イ
レ
ン
の
鳴
ら
し

　
か
た

　
ー
（
約
一
分
）
休
止
・
1
（
約

一
分
）
休
止
ー
（
約
一
分
）

　
の
事
故
等
で
事
前
に
連
絡
で
き
な

　
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

3
　
川
原
で
作
業
を
さ
れ
る
方
は
、

　
あ
ら
か
じ
め
東
京
電
力
株
式
会
社

　
信
濃
川
発
電
所
西
大
滝
取
水
口

　
（
長
野
県
飯
山
而
西
大
滝
、
電
話

　
桑
名
川
三
番
）
へ

災
虫
・
物
・
叩
の

消
費
税
還
付

　
販
売
の
た
め
に
所
持
し
て
い
た
、

酒
類
、
砂
糖
類
、
物
品
税
課
税
物
品

（
貴
石
、
貴
金
属
製
品
の
第
一
種
物

品
は
除
か
れ
ま
す
）
揮
発
油
、
石
油

ガ
ス
（
充
て
ん
者
が
所
持
す
る
も
の

地
方
税
法
が
改
正
に
な
り
ま
し
た

昭
和
嗣
年
4
月
9
日
地
方
税
法
の
一
部
が
公
布
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
市
県
民
税
関
係
に
つ
い
て
の
大
要
を
次
の
と
お

り
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

昭和44年度（改正後）

　　　　120，000円
　　　　100，000円

　　　　60，000円

六
月
二
日
ま
で
に
提
出
を

　
　
　
　
　
　
　
選
挙
人
名
簿
登
録
申
出
書

　
六
月
一
日
現
在
で
、
選
挙
人
名
簿

の
登
録
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
つ
ぎ

の
か
た
は
、
登
録
申
出
書
を
市
選
挙

管
理
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

な
い
と
、
選
挙
の
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
下
さ

い
。

1
、
六
月
一
日
で
満
二
十
才
に
な
る

　
人
（
昭
和
二
十
四
年
六
月
二
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
）

昭和43甲度（現行）

　　　110，000円
　　　　90，000円

50，000Fj－　1

1　　　70，000円
1（特別障害者90，000円）

　
住
民
基
本
台
帳
に
よ
り
、
該
当
者

　
に
往
復
ハ
ガ
キ
を
発
送
し
ま
し
た

　
が
、
該
当
者
で
ハ
ガ
キ
の
届
か
な

　
い
方
も
登
録
申
出
を
し
て
く
だ
さ

　
い
。

　
登
録
さ
れ
て
、
選
挙
権
か
あ
る
人

　
で
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
、
引

　
き
続
き
三
ヵ
月
以
上
十
日
町
市
に

　
住
所
を
有
す
る
人
。

3
、
い
ま
ま
で
の
名
簿
に
も
れ
た
者

2
、
他
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に

2

　　　　70，000円
　　　　70，000円
　　　　70，000円

完全給与制
　　　　150，000円

天
災
な
ら
び
に
発
電
所
の
不
意

　　　　　60，000円
（特別障害者80，000円）

　　　　　60，000円

　　　　　60，000円

　　　　　60，000円

　青170，000円
　白　　UO，OOO円

　種　　別
＿基　礎一＿控＿除．

配遇者控除
扶養控除
障害者控除
老年考控除
寡婦控除勤労学生控除
専従者控除限度額

300，000円280，000円
額
巻
都

醸
諺

税
篠

際
難

ゴ
ブ
（

　　12回徴収
（6月より翌年5月迄）

i最初の月に一括徴収

　　m回徴収
（6月より翌年3月迄）

　　10回徴収

1月31日2月末日

特別徴収の12回徴
収について
均等割のみの特別
徴収の一括徴収
給与支払報告書の
提出期限

に
限
ら
れ
ま
す
）
ト
ラ
ン
プ
類
の
消

費
税
課
税
物
品
が
風
水
害
、
火
災
等

確
繍
糞
齢
縮

を
還
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
手

続
き
そ
の
他
に
つ
い
て
く
わ
し
く
ご

説
明
申
し
あ
げ
ま
す
の
で
、
災
害
の

や
ん
だ
日
か
ら
一
ヵ
月
以
内
に
税
務

署
間
税
課
ま
で
申
し
で
て
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

昭
和
四
十
四
年
度

　
　
新
潟
県
勤
労
者
住
宅
資
金

　
　
融
資
の
ご
案
内

【
鰍
翼
を
実
σ
る
し
乙
の
で
き
る

方
】
　
県
内
の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ

る
勤
労
者
で
、
自
分
で
住
む
た
め
の

住
宅
を
新
築
、
改
築
、
増
築
ま
た
は

来
月
中
旬
こ
ろ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
移
動
市
役
所

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
市

政
へ
の
声
を
き
く
つ
ど
い
と
し
て
、

六
月
中
旬
以
降
、
移
動
而
役
所
を
開

妻
す
。

　
実
施
地
区
お
よ
び
、
日
程
に
つ
き

｝
ま
し
て
は
、
六
月
の
而
報
、
そ
の
他

で
お
し
ら
せ
す
る
予
定
で
す
が
、
全

会
場
と
も
市
長
以
下
全
課
長
が
出
席

し
て
、
直
接
地
域
住
民
の
寅
を
き
N

市
政
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
と
り

つ
け
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

購
入
し
よ
う
と
す
る
者
で
、
つ
ぎ
の

も
の
が
該
当
し
ま
す
。

・
住
宅
亭
情
の
困
窮
の
度
合
が
高
い

　
も
の
（
老
朽
、
立
退
要
求
、
過
密

　
居
住
世
帯
分
離
、
非
住
叡
の
い
す

　
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
）

・
年
間
所
得
額
（
家
族
収
入
を
含

　
む
）
が
、
お
お
む
ね
六
十
万
円
以

　
上
百
二
十
万
円
ま
で
の
者

・
他
に
住
宅
資
金
の
調
達
が
困
難
で

　
こ
の
資
金
の
借
り
入
れ
が
必
要
で

　
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

【
貸
付
条
件
】
　
・
貸
付
金
額
　
三

十
万
円
以
上
六
十
万
円
ま
で
の
五
万

円
き
ざ
み
の
額
・
利
墨
お
よ
び
償
還

方
法
　
刹
軍
日
歩
二
銭
五
厘
（
年
利

九
分
一
厘
強
）
償
還
方
法
　
十
年
以

内
の
元
金
均
等
の
月
賦
償
還

【
取
扱
要
領
】
・
申
し
込
み
受
付
期

聞
　
昭
和
四
十
四
伍
五
月
一
日
か
ら

昭
和
四
十
四
年
六
月
十
日
ま
で

申
し
込
み
受
付
期
間
内
に
融
資
取
扱

金
融
機
関
に
借
入
申
し
込
み
轡
を
お

出
し
く
だ
さ
い
．
・
申
し
込
み
書
類

借
入
申
し
込
み
轡
は
融
資
取
扱
金
融

機
関
で
、
県
労
政
課
労
政
事
務
所

（
支
所
㌧
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
．

融
資
取
扱
い
金
融
機
関
で
必
要
に
応

じ
そ
の
他
の
書
類
の
提
出
を
求
め
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
・
資
金
の
貸
出

　
借
入
申
し
込
み
書
を
受
付
け
仁
も

の
に
つ
い
て
、
一
括
審
査
の
う
え
、

貸
付
け
を
決
定
し
、
借
入
希
望
時
期

に
応
じ
て
資
金
の
全
額
を
貸
し
出
し

ま
す
．
た
だ
し
こ
の
資
金
を
昭
和
四

十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
借
り

受
け
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
失
格
と

な
り
ま
す
。

・
融
資
取
扱
金
融
機
関
　
第
四
銀
行

北
越
銀
行
　
新
潟
相
互
銀
行
　
大
光

相
互
銀
行
の
本
支
店
で
す
．

【
お
間
い
合
わ
せ
先
】
　
く
わ
し
い

こ
と
は
、
融
資
取
扱
金
融
機
関
、
県

労
政
課
、
労
政
事
務
所
（
支
所
）
に

お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

二五

十
日
月

二五

十
日
月

期
日

さ献　翫騨新　講　と　蓉講　と　慕講　と　圭と　圭と開幼
れ血献　まおま氏潟行　師　　き成　費師　　き　手　費師　　き　料　ろき　成　ろき　講児
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少

N

時午後一時礎

三

二午

時前

十
時
～
十

1後

三一
時時三十

　1分午十午

　晶　一印」
　時セ
　三時
　十～
　分

時
間

ま車血　す辞し“行政　　　　　　人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人　　　　　式

茄～●魅離相桑九五学八田リ五芸二飯し五理中五学中五
でう』　　布で島察談　原時月級　百村ボ月　　　百塚よ月　　　央月　級　央月　　年
ごあ協　　式おU局委　　貞ま二（　　円恭ソニ　教　　円凱う二　教　　公二　開　　公二　　　’
舅寡力　　填智奢霞量　子で夫簑　羊子；茜　　　　　　£茜　　　器士　講　　塁吉　　家
く一を　　二せ政・に　　　　日＿　円　　ワ日　室　　　　料日　室　　　日　式　　　夜　　庭
だが　　　　＋し相四庭　　　　午回　　位　　1午　　　　　　理午　　　　　夜　　　　　七　　教
さ次　　　　　日ま談月　野　　　　　後　目　　　　　　　後　　　　　　　　　後　　　　　　七　　　　　　時

留　　都査百氏　　壽）　　　壽　　　　蒔　　蒙　　奮同
女

関
芳

十
日

十
日

実
育
学

子 織 町 町
施 程　　　　市　　と付　　　　　　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　級

寮 物 病 郵
会

で　　　　　で　　しで　　　　　　　ら
旺 院 便

場 派　　　　　行　　て庭
o轟

局 遺　　　　な　　委野 慰

一338一
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月
末
ま
で
市
民
相
談
室
で

出
稼
ぎ
帰

失
業
保
険
受
給
資
格
の
あ
る
万
は

◎
出
稼
ぎ
労
務
者
台
帳
の
記
帳

・
出
稼
ぎ
前
に
記
入
済
の
万
は
、
追

加
記
入
の
み

・
出
稼
ぎ
前
に
記
入
し
な
い
方
は
、

新
し
く
作
成
す
る
。

◎
出
稼
ぎ
労
務
者
手
帳

・
出
稼
ぎ
前
に
交
付
を
受
け
た
方
は

　
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
出
稼
ぎ
前
に
交
付
を
受
け
な
か
っ

た
人
は
交
付
い
た
し
ま
す
。

◎
在
学
証
明
書

・
扶
養
加
算
の
つ
く
人
で
、
高
校
に

り

　
在
学
し
て
い
る
学
生
が
あ
る
人
は

　
学
校
よ
り
在
学
証
明
書
を
も
ら
っ

　
て
来
て
く
だ
さ
い
．

◎
失
業
保
険
被
保
険
者
離
職
票

・
本
人
が
出
稼
ぎ
先
の
事
業
所
よ
り

　
交
付
さ
れ
て
い
る
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
と
国
民
年
金
の
手
続

き◎
出
稼
ぎ
前
に
、
国
民
健
康
保
険
を

　
は
す
し
て
出
稼
ぎ
さ
れ
た
万
、
又

　
は
、
は
す
さ
す
に
出
稼
ぎ
し
て
保

　険

料
を
二
重
に
支
払
っ
て
い
た
方

の
手
続
き

　
は
、
必
ら
す
手
続
き
を
行
な
っ
て

　
く
だ
さ
い
。
　
（
国
民
健
康
保
険
者

　
証
を
葡
持
ち
く
だ
さ
い
．
）

◎
出
稼
ぎ
先
で
厚
生
矩
金
に
加
入
し

　
て
い
た
方
も
、
必
ら
す
手
続
き
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。
　
（
印
鑑
を
葡
持

　
ち
く
だ
さ
い
。
）

　
以
上
の
よ
う
に
い
ろ
く
の
手
続

蓬
つ
い
て
の
相
難
手
続
き
を

代
行
い
た
し
ま
す
の
で
、
ヒ
マ
を
み

て
一
度
お
い
で
く
だ
．
さ
い
．

※
事
務
は
而
役
所
二
階
の
市
民
相
談

室
で
五
月
末
日
迄
行
っ
て
お
り
ま

す
。
　
（
十
日
町
市
農
業
委
員
会
）

、

O
二
二
人
が

　
　
　
大
人
の
仲
間
入
り

　
は
た
ち
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

十
日
町
市
の
、
こ
と
し
の
成
人
式
は

去
る
十
一
日
午
前
九
時
半
か
ら
市
民

体
育
舘
で
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

　
本
年
度
の
成
人
者
は
、
手
二
十
二

人
で
（
男
子
五
百
九
十
四
人
、
女
子

四
百
二
十
八
人
）
で
、
成
人
式
場
に

は
、
み
ん
な
が
社
会
人
と
し
て
の
責

任
と
義
務
を
強
く
認
識
す
る
と
同
時

に
、
新
し
い
人
生
へ
の
門
出
に
ふ
さ

わ
し
く
、
明
る
い
希
望
に
満
ち
て
い

ま
し
た
。

　
式
は
、
小
川
市
助
役
の
開
式
宣
言

に
つ
づ
い
て
、
村
山
市
長
、
樋
口
議

長
、
本
田
教
育
委
員
長
の
お
祝
い
の

こ
と
ぱ
が
あ
り
、
「
は
た
ち
の
記

録
」
の
入
選
発
表
と
、
表
彰
式
が
行

な
わ
れ
、
西
宮
市
刀
弥
舘
（
と
ね
だ

ち
）
教
育
長
の
記
念
講
演
「
生
き
が

い
の
探
求
一
な
ど
が
あ
っ
て
、
式
を

閉
じ
ま
し
た
。

　
な
お
コ
｝
十
才
の
記
録
」
の
入
選

者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
（
写
真
は
成
人
式
場
）

▽
市
長
賞
一
席

　
働
き
な
が
ら
学
ぶ
私
の
体
験

　
　
　
　
河
田
　
清
一
　
関
芳
織
物

●
刑
法
上
の
義
務
　
　
　
㎜
㎜

　
一
人
前
の
臼
覚
あ
る
人
聞
の
し
…
㎜

た
行
為
と
し
て
の
責
任
が
間
わ
れ
隅

る
と
い
う
こ
と
。
　
　
　
　
　
…
…

　
未
成
年
者
の
と
き
は
、
原
則
と
…
…

▽
同
二
席

　
こ
ん
な
仕
亭
に
一
生
を
捧
げ
た
い

　
　
　
　
富
井
　
武
保
馬
場
第
四

▽
議
長
賞
一
席

　
二
十
才
の
よ
ろ
こ
び

　
　
　
野
沢
　
稲
造
　
田
中
町
東

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
徳
木
工
）

▽
同
二
席

こ
ん
な
仕
事
に
一
生
を
捧
げ
た
い

　
　
　
野
上
ナ
ヲ
子
　
高
山
第
一

▽
教
育
委
員
会
賞
一
席

鰍
働
き
な
が
ら
学
ぶ
私
の
体
験

　
　
　
小
杉
百
合
子
　
下
条
桑
原

▽
同
二
席

詩
二
＋
才

　
　
開
発
　
童
二
　
下
条
上
新
田

▽
選
挙
管
理
委
員
会
賞
一
席

　
私
の
訴
え
た
い
こ
と

　
　
　
丸
山
政
弘
　
吉
田
山
谷
｝
十
日
町
市
民
と
し
て
思
う
こ
と

▽
同
二
席
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
阿
部
　
幸
子
　
稲
子
平

4
肥
“
明
o
．
”
■
6
”
o
o
“
”
”
．
o
”
器
”
o

・
”
”
9
●
”
o
o
闘
㈹
o
o
”
“
闘
”
”
”
”
“
”
”
髄
㎝
闘
”
r
”
”
”
”
輔
”
輔
“
”
”
囎
器
”
闘
o
・
”
”
”
”
”
明
”
囎
醐
”
闘
闘
”
“
”
”
0
9
”
㎜
”
”
“
”
”
闘
”
”
“
”
輔
”
”
”
”
器
”
”
器
“
”
輔
開
”
器
“
器
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成
人
の
日
は
一
月
十
五
目
で
す

が
、
十
日
町
市
で
は
．
去
る
十
一

日
に
成
人
式
を
行
な
い
ま
し
た
．

満
二
十
才
に
な
っ
た
人
に
、
た
だ

”
お
め
で
と
う
θ
と
い
う
だ
け
で

驚
篇
　
成

な
権
利
や
義
務
を
与
え
、
一
人
前

の
人
格
者
と
し
て
完
全
な
行
為
能

力
を
持
っ
た
こ
と
に
な
る
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

●
民
法
上
の
権
利

　
民
法
第
三
条
に
よ
る
と
「
満
二

貿
學
駒
”
騎
脚
駒
髄
9
0
”
鴨
囎
”
鯛
鴨

十
年
を
も
っ
て
成
年
と
な
す
」
と

定
め
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
未
成

蕉
者
は
結
婚
を
す
る
場
合
に
は
父

母
の
同
意
、
商
売
や
契
約
等
を
す

る
場
合
に
は
、
能
力
の
上
で
制
限

人
と
法
律

を
う
け
、
法
定
代
理
人
の
同
意
が

必
要
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
成

年
に
な
る
と
こ
の
よ
う
な
制
限
は

一
切
な
く
な
り
自
分
の
責
任
に
お

い
て
自
由
に
商
取
引
が
出
来
る
と

い
う
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
し
て
少
年
法
に

　
　
　
　
　
　
よ
っ
て
特
別
な

扱
い
を
受
け
て
い
た
。

●
公
法
上
の
権
利

　
こ
の
最
も
大
き
い
の
は
、
国
政
…
…

に
参
与
サ
る
能
力
を
取
得
す
る
と
…
…

い
う
こ
と
。
す
な
わ
ち
選
挙
権
が
…
…

与
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
㎜
㎜

”
願
鱒
”
”
脚
”
”
”
．
o
“
o
■
”
”
o
o
”
9
巳
…
．
”
”
9
0
“
o
●
㎝
四
”
．
．
髄
●
・
8
●
”
髄
”
o．
”
髄
”
鴨

ふ
る
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
お
か
あ
さ
ん
方
の
体
力
づ
く
り

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
明
る
く
健

全
な
家
庭
を
つ
く
る
た
め
に
、
ま
す

お
か
あ
さ
ん
自
身
が
若
さ
と
、
美
し

さ
を
備
え
た
「
か
ら
だ
」
を
つ
く
る

こ
と
が
大
切
だ
と
、
こ
と
し
も
去
る

五
月
十
二
日
婦
人
体
育
教
室
が
開
か

れ
ま
し
た
。
期
閥
は
、
十
一
月
下
司

ま
で
で
、
内
容
は
、
ラ
ジ
オ
依
操
、

な
わ
と
び
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ほ
か

美
容
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
民
踊
、
な
ど

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
時
間
は
、
午

前
十
時
か
ら
十
一
時
ま
で
の
一
時
間

で
す
。

　
婦
人
体
育
教
室
に
は
い
れ
る
人
は

三
十
才
～
四
十
才
ま
で
の
お
か
あ
さ

ん
で
す
。
希
望
者
は
申
込
轡
の
ほ
か

に
、
自
分
の
あ
て
名
を
書
い
た
官
製

郵
便
は
が
き
十
枚
を
添
え
、
市
民
体

育
舘
ま
で
届
け
て
く
だ
さ
い
。

Ns

　
　
ち
か
ご
ろ
は
、
一
生
お
な
じ
職

　
場
で
す
ご
す
こ
と
が
、
む
す
か
し

　
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
職
場
が
か
わ
る
と
加
入

　
す
る
公
的
年
金

　
も
か
わ
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に

　
加
入
す
る
鉦
金
が
か
わ
っ
た
と
き

　
は
、
そ
の
加
入
期
間
を
通
算
し
て

　
年
金
を
だ
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
と
く
に
二
十

才
に
な
っ
た
女
性
の
方
に
、
深
い

関
係
が
あ
り
ま
す
。
と
い
う
の
は

い
ま
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
て

国
民
年
金
ひ
と
く
ち
メ
モ

結
婚
で
勤
め
を
や
め
た
と
き
、
一

時
金
（
脱
退
手
当
金
）
を
う
け
す

に
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
、

会
社
時
代
の
厚
生
年
金
と
結
婚
後

の
国
民
年
金
の
期
間
を
通
算
し
て

将
来
年
金
が
う
け
ら
れ
ま
す
。

　
一
時
金
を
う
け
る
と
、
加
入
期

間
が
通
算
さ
れ
ま
せ
ん
。
ご
主
人

　
　
　
　
　
　
が
厚
生
年
金
な

　
　
　
　
　
　
ど
の
加
入
者
な

ら
そ
の
妻
は
国
民
年
金
に
は
任
意

加
入
に
な
り
、
ご
主
人
が
国
民
年

金
の
加
入
者
な
ら
、
そ
の
妻
は
強

制
加
人
に
な
り
ま
す
。

間接撮影日程表
（下条地区、中条地区、大井田地区）

町　　　　名
間 接撮影

l
I

実施場所
戸

備考月　日 時　　　間
慶　　　　　地 6月ゆ日

（火）

午前10，00～10，30［慶地冬期分校

十
日
町
保
健
所
可
搬
式

ニ　　タ　　子 午後』30～2，301ニタ子冬期分校
塩　　　　　　野 6月1旧

（水）

午前10，00～！0，301近藤氏作業所
願　　　　　　入 午後1．30＾・2，001願入冬期分校

上新田i，2，3
山際の一部

6月12日
（木）

午後1，30～3，00 上新田公民舘
　　一　　　　　　一　　』　　 　■　＿1　＿＿

原作業所原、山際、廿日域 午前10，00～llOO
小貫、柴倉、管沼
山新田、宇田ケ沢

6月13日

（金）

午前10，00～10，30
飛二小学校

飛二小掌校生徒 午前IO，30～

東、西枯木又 午後2，00｛・2，ごO
柚木又分校枯木又分校生徒 γ　2，30・》

（水沢地区、中条地区、六箇地区）

大黒沢、　小黒沢
5月26日

（月）

午前10，00－11，001大黒沢神社
1＿＿

十
日
町
保
健
所
レ
ソ
ト
ゲ
ン
車

姿12、　安養寺 ｝1午後1，30～2，301姿神杜
養　　老　　院 1〃　3，00～ 一一・1養老院

馬場小学校生徒 5月27日
（火）

午前IO，00～　　　1

水沢　1，2，3
馬場1，2，3，4

午後1，3・一3，・・1馬場徽

飛一小学校牛徒
5月28日

（水）

午前ゆ，00～

、飛一小学校嘉勝、轟木、焼野
魚ノ田川 午前9，30～IO，00

蕨平，新水，上田原
｛

午後2，CO～2，30 新小診療所
中条小学校生徒

5月29日
（木）

午前9，30～

中条小学校
背戸、中町、’｝町
島、峠、梅沢、中
条新田、北原

午後1，30～3，CO

田　　　　　　麦 5月30日

（金）

午前9，30～10，30
六箇小学校六箇小学校生徒 〃　iO，30’｝

中村、山谷、麻畑 午後i，30－2，00 麻畑公民舘

　
な
お
毎
月
の
予
定
表
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
．

▽
一
般
体
育
（
第
一
、
三
火
曜
）

▽
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
と
民
踊
（
第
二

　
第
三
木
曜
日
）

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
第
二
、
第
四
火

曜
㌧

▽
美
容
ト
レ
！
ニ
ン
グ
（
第
一
、
第

三
木
曜
）

【
写
真
は
体
力
づ
く
り
の
マ
マ
さ
ん

た
ち
】

橋
本
、
庭
野

さ
ん
に
叙
勲

　
政
府
は
、
昭
和
四
十
四
年
度
春
の

生
存
者
叙
勲
を
行
な
い
ま
し
た
が
、

十
日
町
市
か
ら
中
条
新
水
、
橋
本
為

三
郎
さ
ん
（
七
三
）
と
十
日
町
而
島
、
庭

野
静
彦
さ
ん
倹
玉
）
が
と
も
に
勲
七
等

瑞
宝
章
を
受
け
ま
し
た
。

特
別
弔
慰
金

請
求

　
戦
没
者
の
父
母
が
、
昭
和
二
十
七

年
四
月
一
日
以
後
五
万
円
、
又
は
三

万
円
の
弔
慰
金
を
受
け
て
以
後
、
昭

和
四
十
年
三
月
末
日
ま
で
、
公
務
扶

助
料
を
受
け
て
お
り
死
亡
さ
れ
た
場

合
に
は
、
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
請

求
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
至
急
請
求

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

も
れ
な
く

受
診
し
ま

　
し
ょ
偽
つ

　
　
　
結
核
健
康
診
断

　
市
で
は
、
昭
和
四
十
四
年
度
結
核

健
康
診
断
（
胸
部
レ
ン
ト
グ
ン
撮

影
）
を
、
別
表
に
よ
り
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
該
当
者
は
、
も
れ
な
く

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
胸
部
レ
ン
ト
グ
ン
撮
影
該
当
者

　
市
内
に
在
住
す
る
十
五
才
以
上

（
中
学
卒
業
）
の
者
全
員
（
た
だ
し

各
事
業
所
で
実
施
す
る
者
は
除
く
〉

◎
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
受
け
る

方
は
、
ボ
タ
ン
、
ホ
ッ
ク
そ
の
他
装

飾
品
の
無
い
下
着
な
ら
着
用
の
ま
ま

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
．

ぐ騰め

砺

　
城
之
古
（
た
て
の
こ
し
）
の
部

落
の
近
く
に
、
琵
琶
懸
城
と
よ
ば

れ
る
大
き
な
城
跡
が
残
っ
て
い
ま

す
。

城
の
総
面
積
八
十
ア
ー
ル
と
い
う

市
内
最
大
の
平
城
で
、
本
丸
は
南

北
四
十
五
層
、
東
西
三
＋
五
麿
、

ま
わ
り
に
高
さ
二
鱗
の
土
塁
と
、

深
さ
六
層
ほ
ど
の
空
壕
を
め
ぐ
ら

し
、
そ
の
外
側
に
は
二
の
丸
の
土

塁
と
壕
が
現
存
し
、
さ
ら
に
部
落

の
な
か
に
は
三
の
丸
の
壕
の
一
部

も
残
っ
て
お
り
、
規
模
の
雄
大
さ

を
よ
く
し
の
ぱ
せ
て
い
ま
す
。

　
城
之
古
と
い
う
地
名
も
．
舘

（
た
て
）
の
腰
6
で
、
城
（
舘
）

の
ま
わ
り
に
で
き
た
部
落
と
い
う

意
味
で
す
。
城
の
酌
と
西
は
、
信

濃
川
の
浸
蝕
に
よ
っ
て
で
き
た
深

い
断
崖
に
守
ら
れ
、
郡
内
を
一
眸

に
見
渡
す
こ
と
の
で
き
景
勝
の
地

で
も
あ
り
ま
す
。

こ
N
は
、
頸
城
地
方
か
ら
関
東
へ

通
じ
る
渡
船
場
と
し
て
交
通
の
要

　
地
だ
っ
た
の
で
、
城
の
歴
史
は
き

　
わ
め
て
古
く
、
数
々
の
物
語
り
を

秘
め
て
い
ま
す
．

　
　
国
碑
に
よ
る
と
、
今
か
ら
八
百

誠
余
年
前
の
仁
安
二
年
に
、
平
清
盛

顧
が
、
公
間
義
秀
と
い
う
武
将
に
命

　
じ
て
城
を
築
か
せ
た
の
が
は
じ
ま

　
り
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

伊
六
百
年
ほ
ど
前
の
南
北
朝
時
代

　
に
な
る
と
、
大
井
田
氏
の
一
族
、

落
城
の
と
き
、
城
主
義
遠
は
、
妻

子
が
舟
で
信
濃
川
の
対
岸
へ
逃
げ

の
び
る
の
を
見
届
け
、
愛
用
の
琵

琶
を
心
ゆ
く
ま
で
ひ
い
て
、
ひ
き

終
る
と
城
内
の
松
の
老
木
に
琵
琶

を
か
け
て
自
刃
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

関
東
へ
の
戦

略
基
地

　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
ヨ
ト
　
　
　
　
　
　
ヤ
ヤ
　
　
　
　
ヤ
ノ
　
　
　
ノ

　
＼
“
：
q
自
■
－
＼
、
　
ノ
ノ
〃
！

　
・
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
、
、

へ
、

⊃亀
へ

二（

属気
羽
川
刑
部
や
、
羽
川
備
中
守
、
羽
　
　
義
還
が
琵
琶
を
か
け
た
松
は
、

川
越
中
守
ら
が
在
城
し
た
と
い
わ
と
っ
く
の
昔
に
枯
れ
て
し
ま
い
ま

れ
て
い
ま
す
。
五
代
目
の
刑
部
左
し
た
が
、
何
代
目
か
の
松
が
、
今

工
町
義
遠
が
城
主
の
と
き
、
山
本
　
も
昔
の
落
城
悲
話
を
偲
ぱ
せ
て
い

琵
琶
懸
城
（
川
治
）
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
内
最
大
の
平
城

城
の
大
河
内
玄
蕃
信
賢
と
の
戦
い

に
破
れ
、
畏
禄
二
年
四
月
†
九
日

に
落
城
し
ま
し
た
。

ま
す
．

　
上
杉
謙
信
の
時
代
に
な
る
と
、

こ
こ
は
関
東
へ
の
戦
略
基
地
と
し

て
重
視
さ
れ
、
長
尾
義
景
、
金
子

次
郎
右
エ
門
ら
の
武
将
が
こ
の
城

を
守
っ
て
活
躍
し
た
こ
と
が
記
録

に
残
っ
て
い
ま
す
。

幾
た
ぴ
か
合

戦
が

　
こ
の
付
近
で
は
、
幾
た
び
か
合

戦
が
お
こ
な
わ
れ
た
ら
し
く
、
近

く
に
あ
る
百
塚
は
、
戦
死
者
を
埋

め
た
供
養
塚
だ
と
い
わ
れ
、
塚
や

畑
の
な
か
か
ら
折
れ
た
刀
や
槍
の

穂
先
き
な
ど
が
よ
く
出
た
も
の
だ

と
百
老
は
語
っ
て
い
ま
す
．

　
城
跡
の
な
か
に
”
秘
密
院
殿
8

と
き
ざ
ん
だ
石
碑
が
た
っ
て
い
ま

す
が
、
羽
川
刑
公
の
供
養
塔
だ
と

い
N
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
市
商
工
課
長

　
　
　
　
　
　
佐
野
良
吉
）
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